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　硝化細 菌によるア ン モ ニ ア の硝化 は、地球規模の窒素循環にお い ては重要な役割を果た して い るが 、 施肥とい う観点か

らは、窒素肥料の 大幅な損失や硝酸に よる環境汚染を引き起 こ し、温室効 果ガス で ある亜酸化窒素放出 の 原因ともなっ て

い る。ある種 の 植物が根か ら硝化を抑制する物質を分泌するこ とを生物的硝化抑制作用 （Biological　 nitrification 　inhibitbn，

BNI）と呼ん でおり、 熱帯牧草 Brachiaria　humidioola（BH ）を用 い て そ の 作用 に つ い て 検討 した。

　BH が根より分泌する硝化抑制物質を精製し、新規環状ジテ ル ペ ン物質「ブラキア ラクトン 」を同定した。本物質は 5−8−5

員環 と γ
一
ラク トン 環を含む構造をとり、この 牧草 の 根分泌液 の 持 つ 生物 的硝化 抑制活性の 60〜90％に寄与して いる。 BN【

活性の 分 泌量 は化学 的硝化抑制剤 で あるニ トラピリン 換算 で 年間 5．0 〜 14．6kg／ha に相当し、土壌中の 硝化細菌数や硝化

速度に 影響を及 ぼすの に十分な量である 。 そこで CIAT（コ ロ ン ビア ）におい て 、BH の 2 系統 （CIAT −679と CIAT−16888）を

栽培 した牧草地 におけるほ場試験を 3 年間 行 い 、土壌中の 硝化に関連した微生物群集の 消長を調査 したところ、同
一地

区内の 裸地や大豆 栽培ほ場に 比 べ て ア ンモ ニ ア酸化細菌は 1／2 以下 、ア ン モ ニ ア 酸 化 アー
キ ア は 4 割以 下 に 減少 して い

た。また BH 栽培 ほ場 で は土 壌の 硝化作用 が 9割、亜酸化窒素発生量が 6 割 以 上抑制されるこ とも確認された。

生物的硝化抑制作用を有効利 用 できれ ば、土壌中 の 硝化を制御する新たなアプロ
ーチ となり得る 。 今後は BH 作付 け後

の 転換畑における窒素利用効率改善効果とその 持続性 を検討し、本作 用を用 い た よ り環境負荷の 低 い栽培体系の 確立を

目指す予定である 。

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 e −mail ： tishi＠jircas．a 仟rc ．gojp

一 52 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


